
      

朝
夕
に
肌
寒
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
色
づ

く
柿
に
秋
の
風
情
を
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。
地
域

の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

   

九
月
十
六
日(

水)

か
ら
十
八
日(

金)

の
２
泊
３
日
、

３
年
生
２
４
人
全
員
で
京
都
・
三
重
・
滋
賀
方
面

に
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対

策
の
一
環
と
し
て
、
全
行
程
を
貸
切
バ
ス
で
移
動

し
、
休
憩
や
訪
問
先
で
の
活
動
の
た
び
に
検
温
や

手
指
消
毒
を
行
い
な
が
ら
の
旅
で
し
た
。 

天
候
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
各
場
所
で
の
活
動

を
気
持
ち
よ
く
予
定
ど
お
り
行
う
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

と
言
わ
れ
る
中
で
、
体
育
祭
に
引
き
続
き
、
修
学

旅
行
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、

保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
養
父
市
教
育
員
会
や

養
父
市
、
旅
行
関
係
業
者
な
ど
多
く
の
方
々
に
支 

     

え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し
て
い

ま
す
。 

一
日
目
は
京
都
で
、
二
条
城
や
京
都
御
所
、
京

都
大
学
を
訪
ね
ま
し
た
。
京
都
大
学
で
は
、
筏
地

区
出
身
の
京
都
大
学

名
誉
教
授 

中
尾
一

和
先
生
に
ご
案
内
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

は
、
偶
然
に
も
同
大
学

名
誉
教
授
で
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
の
本
庶 

佑
（
ほ
ん
じ
ょ 

た
す

く
）
先
生
の
受
賞
記
念

碑
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
、
早

速
、
そ
の
記
念
碑
と
と

も
に
写
真
を
撮
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
広

い
構
内
を
巡
り
な
が

ら
大
学
の
雰
囲
気
を

大
い
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

清
水
寺
に
向
か
い
、
参
拝
後
は
、
産
寧
坂
や
二
年

坂
な
ど
高
台
寺
ま
で
の
道
を
班
別
で
散
策
し
ま

し
た
。
高
台
寺
に
到
着
す
る
と
ち
ょ
う
ど
夕
暮
れ

時
。
来
た
道
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
京
都
ら
し
い

風
情
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
、
養
父
市
出
身
で
第
三
代
京
都
府
知

事
で
あ
る
北
垣
国
道
を

訪
ね
て
、
南
禅
寺
の
水
路

閣
や
、
蹴
上
に
あ
る
琵
琶

湖
疎
水
記
念
館
を
見
学

し
ま
し
た
。
今
も
豊
か
に

流
れ
る
水
量
と
当
時
の

技
術
力
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン

ド
へ
。
生
徒
た
ち
の
期
待
も
最
高
潮
と
い
う
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。
入
場
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
り
、
本
部

の
場
所
の
確
認
後
は
「
絶

叫
系
」
の
乗
り
物
に
向
か

っ
て
一
斉
に
散
っ
て
い

き
ま
し
た
。
夜
は
、「
な
ば

な
の
里
」
に
て
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
堪
能
し
ま

し
た
。
昼
間
の
興
奮
を
静

か
に
し
っ
と
り
と
癒
し
て
く
れ
る
光
の
緻
密
な

造
形
や
動
き
に
感
動
し
ま
し
た
。 

 

三
日
目
は
、
滋
賀
を
訪
れ
、
彦
根
城
や
安
土
な

大
屋
中
だ
よ
り 
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ど
を
巡
り
ま
し
た
。
彦
根
城
で
は
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」

に
も
出
会
え
、
動
く
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
が
愛
ら
し

か
っ
た
で
す
。
安
土
で
は
、

原
寸
大
の
安
土
城
天
守

（
五
・
六
階
）
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
絢
爛
さ

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
大
津
で
海
か
と

思
う
よ
う
な
琵
琶
湖
を
眺

め
、
お
み
や
げ
を
し
っ
か

り
と
抱
え
な
が
ら
大
屋
へ

の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

 

本
来
は
東
京
で
の
二
泊

三
日
を
予
定
し
、
行
程
や

活
動
プ
ラ
ン
を
昨
年
度
か

ら
練
り
に
練
っ
て
い
ま
し

た
。
今
回
、
行
き
先
が
変
更
に
な
っ
た
と
は
言
え
、

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
修
学
旅

行
で
す
。
担
任
団
も
一
生
懸
命
に
プ
ラ
ン
を
練
り

上
げ
、
思
い
出
深
い
旅
行
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

次
は
、
文
化
祭
に
挑
戦
し
ま
す
。
体
育
祭
と
同

様
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
工
夫
し
、
午
前
中
だ
け
の

実
施
に
す
る
予
定
で
す
が
、
文
化
祭
に
か
け
る
思

い
は
、
例
年
に
負
け
る
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
一
つ
一
つ
の
教
育
活
動
を
大

切
に
し
て
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

                          

                         

10/12 (月) 冬服への移行 

10/14 (水) そうあんくんの日 

10/15 (木) 読み聞かせ 

10/16 (金) １年生：校外学習（明延・神子畑） 

10/17 (土) 新人戦（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ） 

10/28 (水) 道徳公開授業  ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ（～10/30） 

10/30 (金) 6 年生登校日、サイエンスショー 

10/31 (土) 登校日（文化祭前日準備） 

11/1 (日) 文化祭 

11/2 (月) 振替休業日(10/31 分) 

11/3 (火) 文化の日 

11/6 (金) 振替休業日(11/1 分) 

＜10 月後半の主な予定＞ 

昨年度も行いました明延地区でのボランティア活動。  

今年度は、９月２６日(土)に１円電車周辺の環境整備

作業を行いました。 

当日は、県立高校のオープンハイスクールの開催とも重なる中、６

人の３年生が参加し、午前 10 時から 12 時までの２時間、一円電車

が走る公園の周りに柵を立てたり、駐車場に採石を運んで敷き広げた

りする作業を行いました。市内外からの大人のボランティアも多く、

その方々から道具の使い方やコツを教えていただきながら作業を進め

ました。 

昨年も今年も「大屋ふるさとまつり」が中止になるなど、ボランテ

ィア活動の場が得にくい中、こうした活動は貴重な経験であるととら

えています。 

来る 16 日(金)には、1 年生が「総合的な学習の時間」の活動とし

て、明延や神子畑へフィールドワークに出かけます。 

＜トライやる・ウィーク＞ 

トライやる・ウィークについ

ては、例年、6 月の第 1 週に 5

日間で実施していますが、今年

度は、11 月 17 日(火)～19 日

(木)の 3 日間に実施します。 

関係の各事業所様におかれま

しては、実施期間はもとより、

ご準備等で何かとお世話になり

ます。後日、2 年生の担任団や

生徒たちが事前の訪問もさせて

いただく予定です。 

お忙しいところお時間をとっ

て申し訳ありませんが、何卒よ

ろしくお願いいたします。 

＜明延にて＞ 

＜ひこにゃん登場＞ ＜安土城天守の見学＞ 

＜柵の制作＞ 

＜駐車場整備＞ 


